
物づくりに取り組む時の、基本的な考え方

予知・予防による解決手段の提供

相手を知る

定点観測

警戒レベルが判明

警報発報
検知あるいは閾値越え

データの記録

問題が生じる
前に解決

最小限の行動で
最大の効果を上げる

タイムリーな追い払い

Ｍａｉｌ通知 告知システムの利用等
ＩＴＣ活用

行動域調査・学習などで
対象の生態系・特質を知る

定点観測

センサ情報収集システム
＝Ｂｅｅｅシリーズ＝

猿害対策

接近警戒システム

＝猿人善快＝

タイムリーな対応

データの蓄積

蓄積データの活用

ハウス農業

常に現地に人が居ないといけない理由はない

定点観測データから
生育に最適な状況を知る

機械化（自動化）が目的ではありません
人でしかできないことは人が行う・・・言わばプロ養成のお手伝いです
何事も、事が起きてからの対応では間に合いません
健康問題だってそうですよね、予知・予防こそがトラブルを未然に防ぐ
最善の策でしょう

このサイクルを繰り返すことで、精度も上昇 より予防が進む

適切な通知


